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検潮所で観測された津波震度分布

地震発生日時 : 3月11日14時46分
マグニチュード : Mw9.0
震源 : 38.1N, 142.9E 深さ24km (暫定値)

最大震度７
（宮城県栗原市）

8.5m以上 宮古(岩手県) 
8.0m以上 大船渡(岩手県)
9.3m以上 相馬(福島県)

等
震央

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震

図は「平成23年3月 地震・火山月報（防災編）」(気象庁)に加筆



東北地方太平洋沖地震の3分後に発表された津波警報

種 類 解 説
発表される
津波の高さ

津波警報

大
津
波

高いところで３ｍ程度以上の津波が
予想されますので、厳重に警戒してく
ださい。

3m, 4m, 6m, 

8m, 10m以
上

津
波

高いところで２ｍ程度の津波が予想さ
れますので、警戒してください。

1m, 2m

津波注意報
高いところで０.５ｍ程度の津波が予想
されますので、注意してください。

0.5m

66の津波予報区

図・表は気象庁ホームページを元に作成



潮位計（１７２）
・気象庁（７７）
・海上保安庁（２０）
・港湾局（５４）
・国土地理院（１４）
・内閣府（１）
・自治体・民間（６）
沖合津波計

GPS波浪計（港湾局）（１２）
海底水圧計（１２）
・気象庁（６）
・東大地震研（２）
・海洋研究開発機構（４）

平成23年5月12日現在

気象庁が津波監視に用いている津波観測点

図・表は気象庁地震火山部提供



港） ：国土交通省港湾局の観測点
海） ：海上保安庁の観測点
無印：気象庁の観測点

東北地方太平洋沖地震の津波波形記録

各地でデータ断

図は気象庁地震火山部提供



3/12 3:20

3/11 14:49 3/11 15:14 3/11 15:30 3/11 16:08

3/11 18:47 3/11 21:35 3/11 22:53 3/12 3:20

3/12 13:50 3/12 20:20 3/13 7:30

3/13 17:58 解除

東北地方太平洋沖地震での津波警報発表経緯

図は気象庁地震火山部提供のものに加筆



津波予報でいう「津波の高さ」、浸水高、遡上高

気象庁が現地調査で知りたいこと
→ 検潮所等での観測値、予報の「津波の高さ」と比較しやすい値

合同調査Gの最大の調査目的
→ 全国の津波の分布

気象研究所は？

• 補足するいろいろな調査

http://www.coastal.jp/ttjt/index.php

図は「平成23年3月 地震・火山月報（防災編）」(気象庁)より



気象庁の津波現地調査マニュアル

2011年3月に指針改正

地震編

津波編



調査マニュアルより～痕跡の撮影，測量機器など

「地震津波現地調査マニュアル」(2011年気象庁地震火山部
地震津波監視課災害調査解析係作成)より抜粋



調査マニュアルより～測定方法と測定高の計算例

「地震津波現地調査マニュアル」(2011年気象庁地震火山部
地震津波監視課災害調査解析係作成)より抜粋



調査マニュアルより～潮位補正の方法

「地震津波現地調査マニュアル」(2011年気象庁地震火山部
地震津波監視課災害調査解析係作成)より抜粋



現地調査実施官署・実施日・対象
現地調査実施官署 調査実施日 調査対象市町村

札幌
管内

札幌管区気象台 3/14～16
浦幌町・豊頃町・大樹町・広尾町・日高町・新冠町・新ひだか町・
浦河町・様似町・えりも町

函館海洋気象台 3/14～16 函館市・八雲町・長万部町・森町・鹿部町

室蘭地方気象台 3/14～15
豊浦町・洞爺湖町・伊達市・室蘭市・登別市・白老町・苫小牧市・
厚真町・むかわ町・日高町

釧路地方気象台 3/14～16 釧路市・釧路町・白糖町・厚岸町・浜中町・根室市・標津町

仙台
管内

青森地方気象台 3/29～30 八戸市・むつ市・六ヶ所村

盛岡地方気象台 3/28～30 久慈市・宮古市・釜石市

気象庁本庁 3/29～30 大船渡市

仙台管区気象台 3/28, 4/1
石巻市・仙台市・東松島市・塩釜市・松島町・利府町・七ヶ浜町・
相馬市

気象庁本庁 4/2～3 相馬市・いわき市

東京
管内

気象研究所 3/26 北茨城市・日立市

気象研究所・水戸地方気象台 3/25 ひたちなか市・大洗町

気象庁本庁・銚子地方気象台 3/25 銚子市

気象庁本庁 3/26 鉾田市・神栖市

銚子地方気象台 3/29 銚子市

気象研究所 4/12～13 旭市

大阪
管内

津地方気象台 3/14, 25, 28 鳥羽市・伊勢市、紀北町

和歌山地方気象台 3/14～15 海南市・由良町・白浜町・田辺市・串本町・那智勝浦町・太地町

徳島地方気象台 3/13, 16, 4/15 阿南市・小松島市・美波町・牟岐町・海陽町

高知地方気象台 3/14, 25, 29～30, 4/8, 12
須崎市・土佐市・中土佐町・土佐清水市・大月町・宿毛市・四万十
市・黒潮町・室戸市・田野町・安田町・安芸市・香南市



大船渡検潮所

33

200m

検潮所 浸水痕

調査地点 No.33

痕跡高 No.33  11.8m

最大の津波の高さ 検潮所 8.0m+  

長崎の住宅地 (埠頭より撮影)

現地調査の実例～大船渡の検潮所付近

データ断



主な調査地点における津波の痕跡から推定した津波の高さ

「気象庁地震・火山月報（防災編） 2011年3月号」で発行

単位：m

図は「平成23年3月 地震・火山月報（防災編）」(気象庁)より



気象研究所と水戸地方気象台の合同調査

異なる測量機器間で同一の痕
跡を用いての比較測定
那珂湊漁港 気象研班・水戸地台班 3/25

海水面－痕跡 4.2m
4.14m

目的・対象
1 出来たての現地調査マニュアルのテスト
2 津波現地調査実績のない地台のOJT
3 検潮所の近くの浸水高の測定



6.9

3.4

3.6
3.6

6.9

3.6

ミクロな津波分布１～北茨城市平潟漁港での調査

漁港の内外で大きく浸水高が異
なる分布であることを調査で確認
平潟漁港 気象研班 3/26

このあたりまで浸水切り通し

流されたものが衝突して
1,2階外壁に損傷

茨城県

福島県

3.4～3.6m

6.9m

１００ｍ

電子国土ポータルを利用して作図



遡上高 5.16

4.49

3.73 3.73

4.61
4.62

浸水高 4.68

ミクロな津波分布２～北茨城市大津漁港で遡上の途中

１００ｍ

連続的にではなく、階段
状に浸水深が変化？
気象研班 3/26

大津漁港

電子国土ポータルを利用して作図



千葉県旭市飯岡地区の様子

飯岡地区の様子 気象研班4/12,13

民宿
これより手前で浸水



ミクロな津波分布３～千葉県旭市での最大波のタイミング

1波 5.6m

5.8m
R7.8m 5.9m

6.2m
3波
6.4m

5.6m
R 8.2m

民宿
4.8m

ヒアリング等により

限られた狭い範囲で、17時過ぎの第三波が最大

気象研班4/12,13

3.6mR3.6m

千葉県旭市
銚子市

3km

電子国土ポータルを利用して作図



まとめ
気象庁の現地調査の特徴

主として「津波の高さ」に近い値を測定
できたての現地調査マニュアルで実施

合同調査グループの測定方法と本質的には同じ
各地の気象台が調査に参加

暫定結果の概要は気象庁の刊行物で発表
「地震・火山月報（防災編）平成23年3月」 （Webで閲覧可）
「災害時自然現象速報」（準備中）

気象研究所は，ミクロな津波分布の調査なども尐し

今後の課題
潮位偏差(天文潮位と実測潮位の差)
余効変動(津波時と測定時の地盤高の差) を考慮した補正



気象庁の現地調査の実施にあたって，合同調査グルー
プの皆様からご助言，ご指導を賜りました。ありがとうござ
いました。

安全で安心な社会の構築に貢献したく，引き続き，ご協
力のほどよろしくお願い申し上げます。



訂正

予稿(予稿集p.86-91)に以下の間違いがありました。訂正します。

箇所 誤 正

3.(2)b) 項見出し 茨城県ひたちなか市… 茨城県北茨城市…

表1 1行目 実施官署調査実施日 実施官署

調査実施日実施官署 調査実施日

表1 9行目 3月28日
4月1～2日

3月28日
4月1日

図4 キャプション 茨城県ひたちなか市… 茨城県北茨城市…


